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災害対策
（土砂災害・

浸水等）

論点整理：坂祝町が目指すべき方向性（案）

検討手順

質
的
レ
ベ
ル

いのちの安全確保

老朽化対策
（建替え・
大規模改修）

坂祝町公共施設等総合管理計画
⇒第３章：公共施設の施設類型ごとの管理に関する基本方針

登下校の負担面
（通学距離＝時間）

緊急時の送迎の利便性
（駐車場の容量・動線のゆとり）

教育の質の向上
（予測困難な未来を生きていく力を育む
教育の充実）

小中９カ年を一貫した教育
◇教員の小中の枠を越えた“乗り入れ授業”による子どもに
とって学びがつながった魅力ある授業の充実

◇全教職員による子どものサポートによる安心できる学校
生活の創造・段差の解消

坂祝の地域の教育力を融合した教育＝地域と共に創る学校
◇小中一体となったコミュニティスクールのさらなる充実による
地域人材の一層のコラボ・活用（９カ年を通して“生き方”を
高める探求的な学習に寄与）

◇共生「 “包摂”と“多様性”」を重んじた教育の一層の推進
（外国籍児童生徒や特別支援児童生徒を大切にする教育）

財政効率
（持続可能な町財政計画）

はじめから一貫校や義務教育学校という
形にするのが目的ではなく、
子どもの教育の当事者である学校の教職
員や保護者・地域住民が一貫教育の有効
性を見出しながら教育活動の充実を図っ
ていくことが大切
その先、将来的に一貫校や義務教育学校
への移行が（建替えや改修の負担がな
く）可能となる学校施設の建設、ならび
に一貫した教育を推進できる職員配置構
想を考慮することは重要な鍵になる

ど
こ
に
立
地
す
る
か

ど
ん
な
形
態
に
す
る
か

【必須】
①安全で通学利便性を考慮

した立地に新設
②小学校と中学校の併設 
または一体型(※1)

(※1)できる限り小中で共用できる機能を
有した施設

【プレミア】

☆環境を重視した施設
〔教育面＆財政面(※2)でメリット〕
(※2)建設時に国補助金が活用でき、かつ

今後先エネルギー自給によりランニ
ングコストを抑えられる機能をもっ
た施設

☆地域・多文化交流を重視
した施設

どう財政負担を軽減するか
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※2Fに設置する形態も

CS控室

Open window

それらを具現できる施設のイメージ

信濃小中教育校 濃南小・中学校

例 例



長 長

コアチーム

【重要な鍵】
小中を隣接させただけで一
貫的な教育の推進が図られ
るわけではない。
重要なのは、小中全体の
トップリーダー１名が指揮
をとる体制を整えることで
ある。（２人の校長がそれ
ぞれ権限をもっていること
がネックとなる。）



出所）国立教育政策研究所主催
小中一貫教育校の学校建築

令和3年2月10日
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出所）
令和3年2月10日
小中一貫教育校の学校建築
国立教育政策研究所文教施設研究センター
総括研究官 早田 清宏 氏
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◇地元木材活用の校舎

◇太陽光発電設備

◇木質ﾍﾟﾚｯﾄﾎﾞｲﾗｰ

白糠町は2050年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロとする
「ゼロカーボンシティ」を目指すことを表明した

庶路学園

出所）白糠町HP
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スーパーエコスクール

瑞浪北中

参考

出所）環境省HP
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